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はじめに

　国では、平成30年度からの改正社会福祉
法の施行後、地域共生社会を構築する為、
さまざまな議論が尽くされ、令和3年度に
包括的な支援体制の構築に関する規定改正
が行われる中、「重層的支援体制整備事業」
が創設されました。また、高齢、障害、子
ども、生活困窮の節度ごとに分かれている
相談支援などの関連事業について一体的に
行われるような財政支援に切り替えるなど、
さらなる横断的な相談体制の整備が急務と
なっています。
　こうした中、府中市社会福祉協議会（以下、

「府中市社協」という）では、第３次地域福
祉活動計画（平成27年度から令和２年度ま
での計画）において、２つの重点目標であ
る①わがまち支えあい協議会の設置②地域
福祉コーディネーターの配置を市内11か所
ある文化センター圏域ごとに推進し、実現
することができました。
　現在は第4次地域福祉活動計画を推進中
で、重点目標である「わがまち支えあい協

議会」の推進を達成するため、令和3年度
から11の福祉圏域すべてで本格稼働がはじ
まり、地域住民や関係団体職員の皆さんと
いっしょに取り組んできました。また、平
成28年度から取り組んできた、地域住民の
すべての方を対象とした相談窓口である暮
らしの「困りごと相談会」は、令和３年度
には、すべての文化センター圏域で実施す
るとともに、可能な圏域から実施回数を拡
大しました。
　今回の報告書は、令和3年度の地域福祉
コーディネーター・生活支援コーディネー
ターの歩みを中心にまとめたものです。
　今後とも、現在推進中の第4次地域福祉
活動計画、地域共生社会の実現へ向け、役
職員一丸となり取り組んでまいりますので、
関係者の皆様方の特段のご理解とご協力を
賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

社会福祉法人　府中市社会福祉協議会
会長　伊藤 敏春
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コーディネーターとは

コーディネーターの配置状況

圏域MAP

～個別支援と地域支援、そして関係機関との横断的な連携～
　制度の狭間にあるような困りごとを抱えている方の社会的孤立＊の解消を目的とした、一人ひとりに
寄り添った支援（個別支援）や、地域住民が一人ひとりの困りごとを地域全体の課題として捉え、地
域住民が連帯意識を持って活動を創り出す支援（地域支援）を行う役割を担っています。

地域福祉コーディネーター

～地域支援を推進するためのネットワークの構築と協議体の設置～
　生活支援コーディネーターは、介護予防・日常生活支援総合事業（以下、「総合事業」という）に位
置づけられた専門職で、高齢になっても住み慣れた地域で暮らしていけるよう、住民同士の支えあい
の取り組みや、生きがいづくり・自分らしく活躍できるための場づくりを進めていく役割を担ってい
ます。
　第１層（市全域を対象にした資源開発や協議体の設置）と第２層（中学校圏域：人口20,000 〜
30,000人程度を対象にした具体的な活動の創出）に分かれており、府中市においては、第1層を専従
で1名、第2層については地域福祉コーディネーターの役割にもある地域住民同士の活動を支援する「地
域支援」という共通の役割もあることから、地域福祉コーディネーターと兼務という形で配置してい
ます。

生活支援コーディネーター

　地域福祉コーディネーターは、府中市社協が推進する第３次地域福祉活動計画＊（平成27年度〜平成
32年度）に基づき、11箇所の文化センター＊圏域を基にした福祉圏域（以下「◯◯文化センター圏域」
という）全てにおいて、11名の地域福祉コーディネーターを配置することができました。
　令和３年度から新たに開始した第４次地域福祉活動計画（令和3 〜 8年）においては、更なる相談支
援体制の強化を目指して、地域福祉コーディネーターの複数配置と、各文化センター内での相談拠点
の配置を目標に掲げており、実現に向けて確実に事業を進めてまいります。

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

地域福祉
コーディネー
ター

府中市からの委託による地域福祉コーディネーターの配置
押立文化センター圏域 押立文化文化センター圏域 押立文化センター圏域 押立文化センター圏域
武蔵台文化センター圏域 武蔵台文化センター圏域 武蔵台文化センター圏域 武蔵台文化センター圏域
住吉文化センター圏域 住吉文化センター圏域 住吉文化センター圏域 住吉文化センター圏域
紅葉丘文化センター圏域 紅葉丘文化センター圏域 紅葉丘文化センター圏域 紅葉丘文化センター圏域

片町文化センター圏域 片町文化センター圏域 片町文化センター圏域
新町文化センター圏域 新町文化センター圏域 新町文化センター圏域

白糸台文化センター圏域
是政文化センター圏域
中央文化センター圏域
西府文化センター圏域
四谷文化センター圏域

生活支援
コーディネー
ター

府中市からの委託による生活支援コーディネーターの配置

第1層1名
第2層４名

（第2層は地域福祉コーディ
ネーター兼務）

第1層1名
第2層６名

（第2層は地域福祉コーディ
ネーター兼務）

第1層1名
第2層６名

（第2層は地域福祉コーディ
ネーター兼務）

第1層1名
第2層11名

（第2層は地域福祉コーディ
ネーター兼務）

圏　域 該当エリア

紅葉丘 朝日町、多磨町、紅葉丘、若松町3 〜 5丁目

白糸台 小柳町1・3丁目、清水が丘3丁目、白糸台(車返団地を除く)、若松町1・2丁目

押　立 押立町・白糸台(車返団地のみ)

是　政 小柳町2・4 〜 6丁目、是政、清水が丘1・2丁目

新　町 幸町3丁目、栄町、新町、浅間町、天神町3・4丁目、晴見町3・4丁目

中　央 八幡町、日吉町、宮町、寿町1・2丁目、府中町、天神町１・２丁目、宮西町１丁目、幸町1・2丁目、緑町、晴見町1・2丁目

片　町 片町、寿町3丁目、日鋼町、分梅町1丁目、本町、宮西町2 〜 5丁目、矢崎町、美好町（3丁目の一部を除く）

武蔵台 北山町、西原町、武蔵台

西　府 東芝町、西府町、日新町１〜 4丁目、本宿町、美好町（3丁目の一部）

住　吉 住吉町、分梅町2 〜 5丁目、南町

四　谷 日新町5丁目、四谷
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令和3年度 コーディネーター相談対応件数

事例紹介

① 個別支援　延べ対応件数

② 地域支援　延べ対応件数

個別支援対応件数の推移

地域支援対応件数の推移

相談経路 相談内容
訪問 電話 メール 来所 関係形成＊ 個別支援 連絡調整＊

1,642 4,616 1,177 1,663 568 6,300 2,624
合　計　9,098 件

相談経路 相談内容
訪問 電話 メール 来所 関係形成 立上支援 運営支援＊ 連絡調整

1,918 2,276 3,221 631 159 120 5,342 2,765
合　計　8,046 件

※令和3年度の集計から、相談経路に「メール」を追加

※内訳は27ページ参照

※令和 3 年度の集計から、相談経路に「メール」を追加

※圏域ごとの相談対応件数や、相談内容の分類、その他の実績は　資料ページ　（27 ページ、31 ページ）参照

令和元年度 合計5,488件

令和元年度 合計4,421件

令和２年度 合計5,475件 

令和２年度 合計4,823件 

令和３年度 合計9,098件 

令和３年度 合計8,046件 

0件 

0件 
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１.きっかけ
　「一緒に歩いてくれるボランティアを紹介して
ほしい」と、本人よりボランティアセンター＊が
依頼の連絡を受ける。ガイドヘルプ＊を頼むほど
ではなく、「近所の散歩に気軽に付きあってくれ
るような方がいれば」とのお話。コーディネーター
から身近な地域での助けあいに向けて、地域のわ
がまち支えあい協議会（以下「わがまち」という
13ページ参照）を紹介。ご本人がわがまちに参
加し、相談を行うこととなった。

２.支援の流れと成果（右図参照）
⑴ニーズ把握と他機関連携
　ボランティアセンターからの話を受けて、コー
ディネーターがニーズ＊の聞き取りを行った。本
人は幼少期の病気が原因で幼いころから視覚に障
害があったが、鍼灸師の仕事をされたり視覚障
害者の団体にも携わり出張講演をされたりと社会
生活を営まれていた。外出では白杖を使用し、仕
事や障害者団体の会議で都内に出かけることが多
く、決まった道順であれば不自由なく出かけるこ
とが出来ていたが、身近な地域の中を歩いたこと
がないとのことであった。新型コロナウイルスが
広まる中、鍼灸師の仕事を減らしたり、都内に出
ることも控えることが多くなり、身近な地域で生
活を送る中で「気軽に近所をお散歩するために、
まずはどなたか地域の人に付きあってもらい、自
宅周辺の土地勘を把握してみたい」との希望で
あった。また、「仕事を通じていろいろな方と知
りあったり、障害者団体でつながったりはあるが、
近所の人との顔見知りの関係はほとんどない」と
身近な地域での人付きあいも始めたいとの希望が
あった。地域に暮らす視覚に障害がある方の困り
ごとの解決に向けてわがまちにニーズを投げか
け、まずは本人にわがまちの定例会にご参加いた
だくこととなった。

⑵わがまち　定例会への参加
　定例会への参加に向けて資料のやりとりをコー
ディネーターが行った。当初は点訳＊ボランティ

アに資料の点訳を依頼していたが、その後本人よ
り「データをメールで送ってもらうと音声ガイド
で把握できます。メモは自分で点訳し、必要な部
分は自分から点訳ボランティアさんにお願いしま
す」と提案もあり、本人の課題解決の力も随所に
見られた。定例会でもご自身の考えを積極的に発
言し、次第にわがまちの参加者とも親しくなり、

「視覚障害について知りたい」と地域での勉強会
を依頼されることとなった。

⑶積極的に地域へ　知り合いが増え安心感を得る
　本人が障害者団体に寄せていた寄稿文が本とし
てまとまることとなり、わがまちのメンバーも本
人について知る機会ができた。「視覚障害者の生
活について」と題して地域での勉強会を行い、コー
ディネーターも本人と打合せをして画像資料を作
成し、身近な視覚障害の方の生活を通じて地域の
方へ障害を理解していただく機会となった。勉強
会後、しばらくして、本人より「おかげさまで駅
からの帰り道に声をかけられるようにもなりまし
た。道に迷っても安心です」と地域の中で知りあ
いも増えているとの話を伺うことができた。

３.今後に向けて
　現在、わがまちでは「散歩会」を実施しており、
文化センター圏域の各地域をくまなく歩き、地域
に暮らす方々に声をかけコミュニケーションを図
り、支えあいの輪を広げる活動を行っている。本
人も毎回参加され、「だんだんと地理的なものが
分かってきました」と当初の願いも叶っていると
のことだった。困りごとを抱えた当事者の生活を
知ることで、その問題が身近になり、支える側・
支えられる側に分かれるのではなく、互いに役割
を持ち、支えあいながら自分らしく生活を送るこ
とが出来る地域づくりの一例となった。今後も地
域と共に様々な困りごとに向きあっていきたい。

支援事例 ①：個別支援から地域支援

視覚障害のある方の支援を通じて、地域が障害について学ぶ機会を得る ２.支援の流れと成果
⑴ ニーズ把握と地域への投げかけ

⑵ わがまち支えあいの会に参加、散歩会の参加へ

⑶ 積極的に地域へ、知りあいが増え安心感を得る

わがまち障害者団体 社会福祉協議会
コーディネーター

社会福祉協議会
ボランティアセンター

社会福祉協議会
コーディネーター

社会福祉協議会
コーディネーター

コロナ禍、仕事や用事を控
えるようになり、決まった
外出を行わなくなる。地域
の散歩に出たいけれど土地
勘がなく不安。

視覚障害者が地域のことを
知る機会づくりを考える

わがまち

●コロナ禍、PR活動の
　「チラシ配布」休止中

⬇
●代替活動、まち歩き
　PR散歩会の検討中

⬇
●本人参加し文化センター
　圏域の「散歩会」の
　活動開始

わがまち

●エリア内の地域で障害の
方への理解を深めたい
●地域での勉強会の開催
●文化センター夏まつりで
のわがまちPR

ご自身で生活上の困りごとや希望をお話になる

近所の散歩に付
き添ってくれる
人いませんか？

点訳ボランティア
資料点訳依頼

ぜひ参加させて
もらいたい

地域の人々の顔見知りができて、
声をかけてもらえるようになった

本 人

息子家族

隣近所

知人・友人

希薄

仕事・子育てが
忙しい

遠方

隣近所

活動が
減った

視覚障害

本 人
視覚障害

本 人
視覚障害

相談

調整

活動（定例会参加）

参加を打診
参加

参加

講師として参加

視覚障害者
地域を知りたい

投げかけ

地域での勉強会

文化センターでの催し

わがまちでのまち歩き

こ
ん
に
ち
は
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１.概要
　子ども家庭支援センター＊より、小学校までの
付き添い支援の相談があった。小学校まで、今は
母が送迎しているが、母も仕事があり、毎日の対
応は大変になっていた。何か地域で、送迎のお手
伝いなどできないかとのこと。登校の付き添いが
必要な理由は、気が向かなくて一人では学校まで
たどり着けないとのことで、気持ちの後押しが必
要であり、一緒にお話ししながら登校して、いつ
の間にか学校に着いているというのが理想だとの
話であった。

２.支援の流れと成果（右図参照）
⑴ わがまちでの支援の検討
　わがまち定例会にて課題を共有したところ、有
志で支援していくことになった。当日、本人が出
て来られなかった場合の母との連絡調整方法など
の確認、支援者と母との連絡先の交換、また本人
の普段の様子などを伺う。
　その後、本人、母、支援者と一緒に学校までの
ルートを歩いて確認をした。支援当日はコーディ
ネータ―が初回のみ同行し、流れを確認した。そ
の後は、支援者から毎回、報告をもらいコーディ
ネーターは随時母への報告や、お休みなどの連絡
調整を行った。

⑵ 自分で通えるようになり、支援は終結
　支援者からは寂しいなどの声も聞かれたが、進
級するにあたり学校が遠方になることから、「本
人が一人で行く事ができれば一番良い」と関係者
や母が判断し、支援は継続せず、終結となった。

⑶ わがまち、生活支援活動への波及
　この支援について、有志の協力者が活動してみ
ての感想や課題点などをわがまちにて共有し、意
見交換などを重ねた。
　このケースについての支援は終結したが、その
後、同様の困りごとの相談があった際に、すぐに対
応について意見交換が行われ、支援につながる等、
わがまちで個別の困りごとに対応していくイメー
ジが膨らみ、活動の体制整備のきっかけになった。

３.今後に向けて
子ども家庭支援センターから、地域住民に関わっ
てほしいというケースの相談が増えている。今回
のケースのように、制度では対応が難しい送迎の
担い手として期待されることも多い。今回のケー
スは、本人との関わりを支援者も楽しみながら続
けていただくことができた。これからも、支援者
が負担にならず、やりがいを持って続けることが
できるよう、また、個別支援を通じて地域活動の
芽となりうる可能性はないか、アンテナを張りな
がら支援していきたい。

支援事例 ②：個別支援から地域支援

小学校への付き添い支援の積み重ねからわがまち活動の発展へ ２.支援の流れと成果
小学校送迎のボランティア

わがまち支えあい協議会

わがまち

民生児童委員

社会福祉協議会
コーディネーター

子ども家庭
支援センター

子ども家庭
支援センター

小学校までの付き添い支
援の相談。小学校まで、
今は母が送迎している
が、母も仕事があり、毎
日は大変。

ボランティアとの日程調整
母親との連絡報告

本人は気が向かなくて一
人では学校までたどり着
けない。一緒にお話しし
ながら登校してくれる方
はいないか？

相談

支援の相談

支援が終わったあとの感想と気づき

報告
相談調整

調整
相談

付き添い

社
協
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
！

小
学
校
の
送
迎

ボ
ラ
ン
テ
ィア
の
件
で

相
談
が
あ
り
ま
す
。

わ
が
ま
ち
に

相
談
し
て

み
ま
し
ょう
。

学
校
に
い
く
の
が

楽
し
く
な
った
！

ボ
ラ
ン
テ
ィア
の

方
に
感
謝
。

ボ
ラ
ン
テ
ィア

で
き
る
人
が

い
ま
す
。

本 人

本 人

母

母

本 人

母

付き添い
ボランティア

付き添い
ボランティア

わがまちから
ボランティアを紹介

小学校まで
付き添ってもらう

ボランティアが来てくれる
日は楽しく学校に行けるように。
一人でも行けるようになった。

子どもに会うのが楽しみ。
月に２回、1年間担当した。
終わってしまうのが寂しかった。

これを機会に、ちょっとした
お手伝いにわがまちでも
取り組んでいくようになった。

安心して仕事に
出られて助かった。

7 8



１.きっかけ
　「若年性認知症＊でも通える居場所はないです
か？」と本人が隣人と一緒に社協へ問合せをされ
る。若年性認知症の診断からは約４か月が経って
いたが、同居の母と既に関わりがあった地域包括
支援センター＊から社協を紹介され問合せしたこ
とを伺う。若年性認知症の当事者が通える居場所
の紹介も含め、今後の生活について、本人の希望
など訪問して伺うこととなり、コーディネーター
との関わりが始まる。

２.支援の流れと成果（右図参照）
⑴ ニーズ把握と専門支援機関へのつなぎと孤立し

ない地域とのつながり作り
　初回訪問では、同居の母と隣人、本人から、若
年性認知症の診断を受けるまでの経緯や、これま
で仕事一筋だったため、住んでいる地域との関わ
りがなかったことなどを伺う。また、病気であっ
ても「仕事をしたい」、「人の役に立つことをした
い」という強い希望も聞きとれた。今後の不安を
口にすることは少なく、前向きにこれからの生活
を考えていきたいという本人の人柄にも触れる機
会となった。
　公的な支援を受けるための各種手続き、就労支
援相談等については、若年性認知症総合支援セン
ター＊へのつなぎを行い、生活の安定、医療機関
との連携調整、公的サービスが必要となった際の
準備や、本人の病状や特性を活かせる就労につい
て支援を行うこととなった。人の役に立ちたいと
いう本人の希望には、わがまちでの地域活動・社
協でのボランティア活動を提案、協力者説明会＊、
定例会を経て信頼できる地域とのつながりを作る
支援をしていくこととなった。

⑵ 専門職による支援とわがまちへの参加、協力
　若年性認知症総合支援センター職員が中心とな
り支援（今後の生活の安定、医療との連携、公的
サービス利用準備など）を行うなかで見えてくる
新たなニーズについては、都度情報共有を図り、
本人との話しあいを経て支援を行った。地域活動

への参加については、本人、または、コーディネー
ターから病気について周囲に伝え、可能な範囲で

「本人ができることをする」という理解を得て参
加。継続した参加のなかで、本人が難しい部分は、
周りの方がサポートする体制が自然とできていっ
た。

⑶ 本人らしく生活するためのフォーマルサービス＊と
　インフォーマルサービス＊

　病気の進行とともに公的サービス利用の頻度が
増え、関わる専門職も増えたが、本人が行える地
域活動はできる限り継続する形で、公的サービス
との利用調整など情報共有を密にとることになっ
た。また、本人が一人で来ることができる場所で
もある「困りごと相談会＊」にはできる限り足を
運んでもらい、コーディネーターや地域なんでも
相談員＊が本人の生活状況の把握や家族との関係
など、話を伺う機会を作っている。また、これま
で楽しんで行っていたコンサート、友人とのラン
チ会なども介護ヘルパー等のサービスを利用しな
がら継続している。

３.今後に向けて
　若年性認知症と診断された後、早い段階での関
わりがスタートできたことで、本人の要望や家族、
友人との関係を知ったうえで、専門職や地域住民、
わがまちとの関係形成、地域活動への参加支援が
できた。本人が「人のためにできること」を地域
住民とともに行い、病気の進行に合わせたフォー
マルサービスとインフォーマルサービスを利用す
ることで充実した生活が可能となったと感じる。
また、コーディネーターとして、わがまちが、地
域のだれもが参加できる場として、今後も必要で
あり、様々な方々がお互いさまに支えあえる地域
にしていきたいと思った。

支援事例 ③：個別支援から地域支援

地域住民や多機関との連携による若年性認知症の方への支援

病 院

困りごと相談会
地域なんでも相談員

困りごと相談会
地域なんでも相談員

２.支援の流れと成果
⑴ ニーズ把握と専門支援機関へのつなぎと孤立しない地域とのつながり作り

⑵ 専門職による支援とわがまちへの参加、協力

⑶ 本人らしく生活するためのフォーマルとインフォーマルサービス

社会福祉協議会
コーディネーター

社会福祉協議会
コーディネーター

気功の集い

おたより発送のお手伝い

ボランティアセンター

子どもの見守り活動
定例会議

ボランティア
センター

若年性認知症
総合支援センター

社会福祉協議会
権利擁護センター

電話相談

訪問

共有

地域包括支援
センター

Aさん

Aさん

Aさん

Aさん

Bさん

ご近所

Bさん

ご近所

Bさん
ご近所

一人で外出
できる

一人で外出できる

一人で外出できる

一人
で外
出で
きる

一人で外出できる

ヘルパーと
一緒に

ヘルパーと一緒に
一人で外出できる

友人と
あうま

でヘル
パーと

一緒に

一人
で外
出で
きる

ランチ
友人

旅行

イベント

ランチ
友人

旅行

イベント

ランチ
友人とのつながり

旅行

イベント

地域とのつながり地域とのつながり

これからの
生活どうし
て良いか…。

息子の一人
での外出が
不安です。

仕事や人の
役に立つこ
とをしたい。

生活の様子を
教えてください。

今度イベントがあるん
ですね。ヘルパーさん
にお願いしましょう。

人の役に
立ちたい。

参加してみ
ませんか？

仕事したい。

これからの生活に必
要な手続きがしたい。

診断後の生活のこと、
つづけたい、やりたいこと
一緒に考えましょう。

若年性認知症でも
通える場所は
ありますか？

地域包括支援
センター

地域包括支援
センター

公的な
福祉サービス

権利擁護
センター

若年性認知症
総合支援センター

相談してい
きましょう。

定例会議

活動の案内

医療との連携
就労等の支援

＊成年後見制度
地域福祉権利
擁護事業

わがまち

Cさん

DさんCさん

わがまち

Dさん

ケアマネ
ヘルパー

最近のAさんの活動
のご様子どうです
か？心配な事など
あったら聞かせてく
ださい。社会福祉協議会

コーディネーター

母

母

母

フォーマルサービス

インフォーマルサービス
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支援事例 ④：様々なきっかけから、支えあい活動の担い手につながった事例

　Aさんは、地域包括支援センターが主催する「フ
レイル予防講習会＊」に参加。「社会参加」のプロ
グラムの際に、コーディネーターから講習会出席
者一人一人が参加できそうな地域活動について、
ご本人の趣味や特技などを聞きながら、活動のご
案内をした。
　その中で、Aさんが「食」に関わる仕事をして
おり、またボランティア活動にも関心があること

がわかり、Aさんがお住いの地域に該当する活動
があることをお知らせ。直近の活動についてご案
内し、お試しで参加することになった。
　その後、お仕事関係のロス食品＊を持参された
り、保管場所からフードパントリー（15ページ
参照）会場への食品の運搬、仕分け作業、配達な
ど、活動に毎回参加をしている。

　Bさんは、社協が主催した「地域なんでも相談
員養成研修＊」に参加し、養成プログラムの一つ
であった、地域のわがまちへの参加がきっかけで、
わがまちに継続して参加するようになった。
　わがまちでは、得意なパソコン作業を活かして

会計の帳簿管理を担当したり、ご自身のお仕事で
もある地域の情報紙で、わがまちの活動を紹介す
るなど広報活動も担当。現在は会の役員として活
躍している。

　Cさんは、他市から府中市へ転入して間もない
頃、自宅のポストに届いていた「わがまち 地域
アンケート」に回答。「何かあったら手伝ってほ
しい」「地域のことを知りたい」等回答欄に記載
があり、コーディネーターからご連絡。当初は新
型コロナウイルスの感染への不安から、活動への

参加は叶わなかったが、数か月後に、Cさんが参
加した「フレイル予防講習会」にてコーディネー
ターと再び話す機会があり、その後困りごと相談
会やわがまちの話しあいへ参加し、現在も継続し
て会に参加している。

●事例１：フレイル予防講習会へ参加したAさん

●事例２：地域なんでも相談員養成研修に参加したBさん

支えあい活動への参加のきっかけは様々です。
「空いた時間を活用したい」「ボランティアをしたい」と自ら相談
に来られる方もいれば、前述の介護予防教室など周りの方から活
動参加を勧められたという方もいらっしゃいます。
それぞれが無理なく、前向きに活動を続けられるよう、お一人お
一人、活動内容や頻度などのご希望を伺いながら、活動につない
でいます。
また「何から始めたら良いかわからない」という方へは、選択肢
を提示したり、ご本人の趣味や特技を伺いながら参加できそうな
活動を一緒に検討するなど、はじめの一歩を後押しできるよう心
がけています。

コーディネーターの視点・気にかけている事

●事例３：地域アンケートに回答したことから、
　　　　　コーディネーターと連絡を取るようになったCさん

Cさん

引っ越してきたばか
りで地域のことがわ
からない。近所に知
り合いもいません。

わがまち

こ
ん
に
ち
は
！

アンケート回答内容について、
コーディネーターから連絡を取る

わがまちの
活動に参加

「フレイル予防講習会」に
参加

Cさん

Cさん

社会福祉協議会
コーディネーター

わがまち

講座にて、再びお話
しする機会ができ、
地域活動をご案内。 地域なんでも相談員

養成研修に参加

Cさん

研
修
に

よ
う
こ
そ
！

社会福祉協議会
コーディネーター

アンケート
回答

アンケート
配布

Bさん
Bさん

Bさん
Bさん

時間ができたので
活動したい 地域なんでも相談員

養成研修に参加

わがまち

一
緒
に

活
動
し
よ
う
！

研修の一環で、
わがまちへ参加

ご自身の仕事を
活かして、

会の広報を行う。

継続して
活動メンバーに

研
修
に

よ
う
こ
そ
！

社会福祉協議会
コーディネーター

Aさん Aさん

Aさん

介護予防健康のために
何かしたい。

わがまちに
参加して
みませんか？

社会福祉協議会
コーディネーター

「フレイル予防講習会」に
参加

わがまち
講
習
会
に

よ
う
こ
そ
！

一
緒
に
活
動
し
よ
う
！

わがまちの活動に
お試し参加

継続して
活動メンバーに

Aさん
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平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

押立文化センター圏域
（車返団地含む）
※モデル地区

四谷文化センター圏域

住吉文化センター圏域

中央文化センター圏域

是政文化センター圏域

紅葉丘文化センター圏域

白糸台文化センター圏域

新町文化センター圏域

片町文化センター圏域

武蔵台文化センター圏域

西府文化センター圏域

担い手が
いない

ごみ屋敷
空き家が

増加

若い人たちの
参加が

得られない

わがまち支えあい協議会

わがまち支えあい協議会とは
●立上げを目指すに至った背景
　平成26年度に小地域懇談会＊での話し合いや、
アンケート等を実施し、地域のさまざまな困りご
とがわかってきました。（右図）
　その中には、公的な制度では解決が難しい困り
ごともありました。
　誰もが安心して自分のまちで暮らすためには、
こうした個人の困りごとを「我が事」として捉え、
一人ひとりの困りごとに寄り添い、解決に向けた
しくみづくりが必要です。

●わがまち支えあい協議会のしくみ
　より身近な生活圏域の中で、地域住民や地域の様々な団体が自らの「困りごと」に気づき、それを我が事と
して共有し、解決していくしくみです。

※各わがまちの活動については　次ページへ▶︎

●文化センター圏域ごとの立上げ支援の経過

わがまち支えあい協議会とは、住民の皆さんのより身近な生活圏域の中で、住民自らさまざまな困り
ごとに気付き、共有し、一緒に解決していくしくみです。

現状の地域の課題

令和2年4月設立
運営支援立上げ支援

令和2年6月設立
運営支援立上げ支援

令和3年4月設立

運営支援立上げ支援

令和3年4月設立

運営支援立上げ支援

令和3年4月設立

運営支援立上げ支援

令和3年4月設立

運営支援立上げ支援

令和3年4月設立

運営支援立上げ支援

令和3年4月設立

運営支援立上げ支援

立上げ支援

平成28年4月設立
運営支援

立上げ支援
平成30年4月設立

運営支援

立上げ支援
平成31年4月設立

運営支援

Aさん

Aさん
Bさん

買い物サポート
ゴミ出しサポート

ボランティア

子ども食堂

子ども見守り

高齢で買い物、
ゴミ出しが大変

解決策

体調が悪くて
外出が大変

一人暮らしで不安
頼れる人がいない

ひとりで食べるの
さみしい 困りごと 通学路の車が怖い

燃える
ゴミ

さまざまな地域の方々と連携しながら、
解決に向けお手伝いします。

地域福祉
コーディネーター

つ
な
ぎ
ま
す
！

つ
な
ぎ
ま
す
！

地域なんでも
相談員

わがまち支えあい協議会
（地域住民で組織されている）

相
談
員

住民同士の
マナーの低下

近隣の
おつきあいが

希薄
ひきこもり

認知症高齢者
の増加

社会的孤立

孤独死
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地図上にあるマークの説明
地図にあるマークは各文化センター圏域で行われている地域
活動を表しています。ご参考にしてみてください。

「食」を通じた取り組み

居場所・交流

ちょっとした生活支援

PR・その他

子どもの見守り ※令和4年3月末現在

※

武蔵台

東芝町

晴見町

晴見町

栄 町

西原町

西府町

本宿町

日新町

日新町

住吉町

四 谷
分梅町

分梅町

片 町

寿 町
寿町 府中町

幸 町

幸 町

天神町

天神町

浅間町

新 町

緑 町

日吉町

清水が丘
清水が丘

小柳町

白糸台

若松町

若松町

紅葉丘

多磨町

朝日町

押立町
小柳町

是政

宮 町 八幡町
宮西町

本 町

矢崎町

南 町

北山町

町
鋼
日

(1) (3)

(3)

(3)

(3)(4)

(3) (3)

(3)

(3)

(3)

(3)

(3)
(2)

(2)

(1)

(3)

(4)

(4)

(5)

(6)

(5)

(4)

(5)

(6)

(3)

(3)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)(1)

(1)

(1)

(1)

(2)

(4)

(4)

(1)

(2)

(3)

(4)
(2)

(4)

(5)

(1)

(1)

(1)
(1)

(1)

(1)

(1)

(3)

(1)

(1)

(4)

(4)

(１)

(1)

(1)

(1)

(1)
(1)

(2)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(2)

(3)

(4)

(4)

(6)

(5)
(2)

(1)

(3)
(1)

(2)

(1)

(3)

(4)

(5)

(5)

(２)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)
(2)

(3)
(2)

(2)

(2)

(2)

(2)(3)

(3)(4)

(4)

(4)

(5)

(5)(6)

(5)
(1) (1)

(3) (3)

(3)

(3)

(3)

(3)

(3)

(3)
(4)

(5)

(3)

(3)

(4)

(4)

(5)
(6)

(4)
(3)

(2)

(1)

(5)

(3)

(2)
(1)

(4)

(3)

(2)

(1)

美好町

武蔵台文化センター圏域
新町文化センター圏域

紅葉丘文化センター圏域

白糸台文化センター圏域

押立文化センター圏域および車返団地

片町文化センター圏域

西府文化センター圏域

住吉文化センター圏域
四谷文化センター圏域

● ●

●

●

●

●
●

●

●

武蔵台文化センター圏域
新町文化センター圏域

紅葉丘文化センター圏域

白糸台文化センター圏域

押立文化センター圏域および車返団地

片町文化センター圏域

西府文化センター圏域

住吉文化センター圏域
四谷文化センター圏域

● ●

●

●

●

●
●

●

●

わがまち ありすの会
～朝日・多磨・紅葉・若松～

ささえあいの会
～白糸台・若松町・清水が丘・小柳町～

新町ささえあいの会

かたまち支えあいの会

にしふエリアささえ愛の会

武蔵台・北山・西原
ささえあいの会

住吉・分梅・南町
ささえあい協議会

ささえあい四谷

押立・車返ささえあい協議会

武蔵台

東芝町

晴見町

晴見町

栄 町

西原町

西府町

本宿町

日新町

日新町

住吉町

四 谷
分梅町

分梅町

片 町

寿 町
寿町 府中町

幸 町

幸 町

天神町

天神町

浅間町

新 町

緑 町

日吉町

清水が丘
清水が丘

小柳町

白糸台

若松町

若松町

紅葉丘

多磨町

朝日町

押立町
小柳町

是政

宮 町 八幡町
宮西町

本 町

矢崎町

南 町

北山町

町
鋼
日

(1) (3)

(3)

(3)

(3)(4)

(3) (3)

(3)

(3)

(3)

(3)

(3)
(2)

(2)

(1)

(3)

(4)

(4)

(5)

(6)

(5)

(4)

(5)

(6)

(3)

(3)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)(1)

(1)

(1)

(1)

(2)

(4)

(4)

(1)

(2)

(3)

(4)
(2)

(4)

(5)

(1)

(1)

(1)
(1)

(1)

(1)

(1)

(3)

(1)

(1)

(4)

(4)

(１)

(1)

(1)

(1)

(1)
(1)

(2)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(2)

(3)

(4)

(4)

(6)

(5)
(2)

(1)

(3)
(1)

(2)

(1)

(3)

(4)

(5)

(5)

(２)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)
(2)

(3)
(2)

(2)

(2)

(2)

(2)(3)

(3)(4)

(4)

(4)

(5)

(5)(6)

(5)
(1) (1)

(3) (3)

(3)

(3)

(3)

(3)

(3)

(3)
(4)

(5)

(3)

(3)

(4)

(4)

(5)
(6)

(4)
(3)

(2)

(1)

(5)

(3)

(2)
(1)

(4)

(3)

(2)

(1)

美好町

武蔵台文化センター圏域
新町文化センター圏域

紅葉丘文化センター圏域

白糸台文化センター圏域

押立文化センター圏域および車返団地

是政文化センター圏域

中央文化センター圏域
西府文化センター圏域

住吉文化センター圏域
四谷文化センター圏域

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

武蔵台文化センター圏域
新町文化センター圏域

紅葉丘文化センター圏域

白糸台文化センター圏域

押立文化センター圏域および車返団地

是政文化センター圏域

中央文化センター圏域
西府文化センター圏域

住吉文化センター圏域
四谷文化センター圏域

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

わがまち
支えあい協議会
マップ

わがまち ありすの会
～朝日・多磨・紅葉・若松～

ささえあいの会
～白糸台・若松町・清水が丘・小柳町～

わがまち支えあいの会
～小柳・是政・清水が丘エリア～

新町ささえあいの会

にしふエリアささえ愛の会

武蔵台・北山・西原
ささえあいの会

住吉・分梅・南町
ささえあい協議会

中央ささえあいの会

ささえあい四谷

押立・車返ささえあい協議会

世
代
を
超
え
て

顔
見
知
り
に
！

み
ん
な
で
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
！

❶「食」を通じた取り組み
食べるものにお困りの方へ、フードドラ
イブやフードパントリーなど、食の支援
を行っています。フードドライブとは、
ご家庭などで余っている食品の寄付を
集める活動です。フードパントリーとは、
食べるものにお困りの方へ食品をお届
けする活動です。食を通してつながるこ
とを目的に活動しています。

❸子どもの見守り
登校時や下校時、交通量の多
い道などで旗を振り、子ども
たちが安心して通行できるよう
に見守りをしています。また、
放課後の見守りや、学童クラ
ブからの帰宅に同行するなど、
地域で子どもたちを見守って
いる活動です。

❹ちょっとした生活支援
電球交換やゴミ出しなど、公的サー
ビスでは難しい、住民同士ででき
る30分程度のちょっとしたお手伝い
です。活動を通して顔見知りになり、
地域のつながりを作っていくことが
目的です。

❷居場所・交流
高齢者も子どもも障害のある方も、どなたで
も参加できる地域の居場所です。住み慣れた
地域の中で孤立することなく、生きがいを持
ち安心して暮らしていくための交流の場です。

地域活動をより多く
の方に知っていただ
くためにチラシを配
布するPR活動をして
います。

❺PR

住んでいる地域を知る、参加者の
交流のためにまち歩き、子どもた
ちと花壇にお花を植える子どもボ
ランティア体験を行っています。ま
た、新型コロナウイルスワクチン
の予約のお手伝いもしました。

❻その他

紅葉丘・白糸台・押立・是政・新町・中央
片町・武蔵台・西府・住吉・四谷

取り組みをしている圏域

紅葉丘・白糸台・押立・是政・新町・中央
片町・武蔵台・西府・住吉・四谷

取り組みをしている圏域

紅葉丘・白糸台・押立・是政
新町・中央・片町・武蔵台
　　　西府・住吉・四谷

取り組みをしている圏域

紅葉丘・白糸台・押立・是政・新町・西府・住吉・四谷

取り組みをしている圏域

紅葉丘・是政・片町・四谷

取り組みをしている圏域
是政・押立・四谷取り組みをしている圏域

わがまちの具体的な取り組み（令和４年３月末時点）
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新型コロナウイルス感染対策による
活動休止のため、ご近助会、サロン
参加者と繋がりが途切れてしまう。

介入後は段階を経てサロン参加者だけで
なく地域へ配布先を拡大。会のPR活動を
知ってもらう機会になった。

繋
が
り
再
構
築

繋
が
り
構
築

繋
が
り
維
持

ささえあい四谷

地域住民サロン
参加者ご近助会

サロン
参加者

ご近助会
介入後

サロン「菜々のつどい」 サロン「菜々のつどい」

ささえあい四谷

地域のつながり地域のつながり

●コーディネーターの 介入前 ●コーディネーターの 介入後 ●コーディネーターの 介入前 ●コーディネーターの 介入後

小学校からの
見守り要望

コロナ禍でも
活動できる場
が欲しい

わがまちありすの会で
実施の検討

でも担い手が足りない…。

コーディネーターからの
マッチング

介入後
わがまちありすの会
（紅葉丘圏域）

ささえあいの会
（白糸台圏域）

登校時の見守りが実現

わがまち活動紹介 ① ささえあい四谷 わがまち活動紹介 ② わがまちありすの会（紅葉丘圏域）・ささえあいの会（白糸台圏域）

わがまちと近隣施設の連携 ２つのわがまちが協力して活動を実施
●困っていたこと
・コロナでサロン＊が開催できない。
・参加者とのつながりがなくなる。
・「ご近助会＊」の活動先がなくなる。

●困っていたこと
・ わがまちから、コロナ禍でも活動できる

機会を増やしたいとの意向があった。
・ 学校から登校時の見守りが欲しいという

声があった。
・ １つのわがまちでは担い手が不足していた。●新たに生まれた活動・解決できた課題

・「ささえあい四谷だより」の発行。
  （毎月１回 サロン参加者及び地域の方約100名に送付）
・フードドライブの回収BOX設置。
  （施設６か所　毎月最終木曜日に回収）

●新たに生まれた活動・解決できた課題
・担い手が増え、活動を継続することができた。
・ 活動を通して、ユニフォームや缶バッジの作

成など、PR活動につながる動きが生まれた。

●地域コーディネーターの動き
・わがまちにサロン参加者へお便りを出すことを提案。
・ ご近助会にお便りに載せる記事を出してもら

うように働きかけ。
・ わがまちにサロンの参加者へのお便りだけで

なく、会のPRをするため広報委員会をつくる
ことを提案。お便りの発行につながった。

・ ご近助会にフードドライブの回収BOXの設置
を働きかけ。

●コーディネーターの動き
・小学校の所在地は紅葉丘文化センター圏域
　 学校側からの見守り希望の場所は白糸台文化センター圏域　

➡２つのわがまち合同での活動を提案した。
・ 地域で活動したいという住民に個別に声をか

け、活動のマッチングを行った。

コーディネーターが介入して活動支援 コーディネーターが介入して活動支援

 
 
 

 
フフーードドドドラライイブブ・・フフーードドパパンントトリリーー班班より 
『ささえあい四谷』の活動の中、コロナで何も出来ない私達は、近藤代表

の提案により『ささえあい四谷』のメンバー・ボランティアの方々と共に、

社会福祉協議会のご協力も得て、フードドライブ・フードパントリーの活

動を今年 3 月に立ち上げることが出来ました。そして、このたび新たに 

四四谷谷実実行行組組合合様様ののごご支支援援又、ごご近近助助会会 6 ヶ所での手手作作りり回回収収 BBOOXX のの設設置置

というご協力を頂けることとなりました。地域の皆様の善意に感謝です。

来たる 1111 月月 66 日日とと 77 日日、四四谷谷全全体体ででののフフーードドドドラライイブブを予定しており

ます。また、毎週木曜日には、四谷文化センター（料理講習室、13：30

～15：00）にて食品の寄付の受け付けもおこなっております。 

皆様のあたたかいお気持ちをお待ちしております。 

 

  
  

  
ヒヒガガンンババナナ鑑鑑賞賞会会  
令和 3 年 9 月 24 日(金)の午前中、多摩川に隣接

する下堰(しもぜき)緑地を散策しました。秋晴れの

もと、休休止止中中のの高高齢齢者者地地域域ササロロンン「「菜菜々々ののつつどどいい」」

のメンバーを中心に、近隣から 20 名が参加しまし

た。目的としたヒガンバナは 4-5 日遅かったです

が、クヌギやコナラのドングリ、ムク、エノキの実、

自生している野草の花を確認しながら小一時間ほ

どの散策でした。“今度はヒガンバナが満開の時に

来よう”という来年の約束をして解散しました。 

 
  

フフーードドパパンントトリリーのの準準備備作作業業とと，，11 世世帯帯分分のの食食料料品品

������ 四四谷谷実実行行組組合合のの組組合合員員様様かからら 

������ 

220022１１年年 
1100 月月号号 
「「第第 1144 号号」」 

連絡先：ささえあい四谷 

TEL：０８０－４１２０－１４２８ 
協力：府中市社会福祉協議会 

地域活動推進課  
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わがまち活動紹介 ③ わがまちありすの会

東京オレンヂ＊と協力してのPR活動
●困っていたこと
・ わがまちPR活動の担い手が少

ない。
・ 東京オレンヂからボランティ

ア活動の機会を求めていると
聞いた。

●新たに生まれた活動・解決できた課題
・ わがまちでのPR活動を東京オレンヂの活動日

程にあわせて定例化。
・ わがまちで作成したベストを着るのを楽しみ

にしているメンバーがいる。
・ 生きづらさを抱えている方がいることをわが

まちメンバーが知る機会になった。

●地域コーディネーターの動き
・東京オレンヂへ「ボランティアとして、PR活
動を一緒にやるのはどうか。」と提案。
➡ 「わがまちメンバーとの触れあいも、経験の

一つになるのでぜひ参加したい」との返答。
➡わがまちへ提案。

お
互
い
の

接
点
が
な
い

コーディネーター
からのマッチング

東京オレンヂ

介入後

わがまち
ありすの会
（紅葉丘圏域）

わがまち
ありすの会
（紅葉丘圏域）

わがまちPR活動の
担い手が少ない

ボランティア活動
の機会が欲しい

東京オレンヂ

●コーディネーターの 介入前 ●コーディネーターの 介入後

コーディネーターが介入して活動支援

市内全域での
取り組み
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わがまちタウンミーティング
概要説明 住民同士の支えあいを推進するため、市内全域で情報の共有や、学習の機会、つながりの機会

として年に2回開催している。

第１回 わがまちタウンミーティング
●テーマ

「ほんの一歩からはじまった地域とのつながり～わたしの場合～」
（オンライン開催）参加者：58名

●テーマ
「地域活動のヒント ～仲間づくり編～」（会場、オンラインのハイブリッド＊方式）
参加者：54名

●目的・内容〈第4次地域福祉活動計画の概要説明と活動紹介〉
「第4次地域福祉活動計画」の内容説明と、実際に地域で活動している方へのインタビューを通して活動を
始めたきっかけや想いを伺った。地域活動に参加していなかった住民が、地域の支えあいの取り組みを具
体的にイメージすることができ、地域活動へ、一歩踏み出す後押しになることを目指す。

●目的・内容〈活動事例紹介〉
地域活動をしている方々の共通の課題「新しい仲間探し」をテーマとし、活動を始めた方にインタビューし、
活動に至ったきっかけや想いを伺った。
新たな人が地域活動に参加するためのきっかけ作り、続けて参加してもらうにはどのようにしていけばよい
のかを考える機会になることを目指す。

●参加者の声と成果
・子どもが小さくて会場へ聞きには行けないけれど、オンラインで参加できてとても嬉しかった。
・活動している時間が合えば、是非参加したい。
・わがまちの取り組みや活動の良さを再確認した。
・地域活動のおかげで楽しみが増え、健康増進につながった。
〈成果〉わがまちとして、担い手を募集するＰR活動につながった。

●参加者の声と成果
・わがまちの和気あいあいとした雰囲気を感じることができた。
・ 歩いて行ける範囲内での顔の見える支えあい活動は、非常時のいざという時にも役立つ良い活動だと

感じた。
〈成果〉・ わがまちに参加していない方から、「できることがあれば参加したい」とのお声をいただき、適宜

地域情報の提供を行った。
　　　・ わがまち側が、これから活動していく方を受け入れる体制づくり、意識できるきっかけになった。

▶ 令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、対面での実施が困難になった。
コロナ禍でも、地域活動の普及啓発や活動へつながる後押しをする為、初めてオン
ライン開催を検討。オンライン開催をすることで、コロナ禍でもつなることができ、
また会場へ来られない方にもご参加いただくことができた。

▶ わがまちタウンミーティングは支えあいの取り組みを一人でも多くの市民にお伝え
し、活動を地域へつなげていく目的がある。そのためにも現在の地域課題、地域住
民が求めているものを考え、活動と人とを繋げる企画を検討していく必要がある。

第２回 わがまちタウンミーティング

わがまち支えあい協議会　エリア連絡会

概要説明 市内11か所のわがまちが立ち上がったのを機に、わがまち同士のつながりづくりを目的に開催
している。

東エリア連絡会

西エリア連絡会

参加団体： わがまちありすの会～朝日・多磨・紅葉・若松～／ささえあいの会～白糸台・若松町・清水が丘・
 　 小柳町～／押立・車返ささえあい協議会／わがまち支えあいの会～小柳・是政・清水が丘エリア～

参加団体： 武蔵台・北山・西原ささえあいの会／にしふエリアささえ愛の会／
　　　　　住吉・分梅・南町ささえあい協議会／ささえあい四谷

●内容
参加者：12名（うち2名はオンライン参加）
事前アンケートを元に、他のわがまちに聞
きたいこと・課題に感じていること等につい
て、情報共有や意見交換。

●内容
参加者： 1日目17名・2日目20名 (同じ内容

で2回開催)
各エリアの主な活動について報告。その後、
他エリアに聞いてみたいこと・自分のエリア
でやってみたいことについて個人ワーク・グ
ループワークそれぞれで意見を出し、情報
交換。

●連絡会開催後
・ 参加者同士で連絡先を交換し、やりとりを

するようになった。
・ 顔がわかるようになったことや、それぞれ

の活動を知ったことで、連携を取りやすく
なった。

●連絡会開催後
・ 定例会で「他のエリアに話を聞いてみよう」
「活動を見に行ってみよう」という声が挙
がるようになった。

・ 他エリアを参考に、活動の良い点(フード
ドライブでお礼状を渡す等)を取り入れた。

●参加者の感想
・ 自分たちだけでは分からない、他エリアの

活動、参加者の思いが分かって良かった。
・ 会があるということを知ってもらうことが

課題。どうPRしていくか？
・ 皆さんと、もっとつながっていけたら。一

緒にやっていきたい。

●参加者の感想
・ 自分のエリアではやっていない活動が興味

深かった。今後、自分のエリアでも検討し
てみたい。

・ 活動内容ごとの情報交換の機会があっても
良い。

・ 西エリアだけでなく、広域の情報交換が出
来ると嬉しい。
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地域なんでも相談員
概要説明 「地域なんでも相談員」は、平成28年度から活動しており、地域のちょっとした気になること・

心配事などをコーディネーターやわがまちへとつなぎ、解決に向けて一緒に考えていく役割を
担っている。

困りごと相談会
概要説明 身近な地域で、「どこに相談したらいいかわからない」「誰かにきいてほしい」といった、ちょっ

とした暮らしの心配事などを相談できる場所として「困りごと相談会」を各文化センターで毎
週開催している。平成28年11月に押立文化センター圏域と武蔵台文化センター圏域ではじま
り、令和3年度からは11か所すべての文化センター圏域において開催。また、令和４年2月か
らは新町文化センター圏域は週3回に開催日数が増え、今後も各文化センター圏域において回
数を増やしていく予定。 ●地域なんでも相談員養成研修

年に1回開催。相談員に登録するための研修
内容） ①地域なんでも相談員の役割　②一人の困りごとから地域での支えあいを検討する
 ③地域の「わがまち支えあい協議会」への参加　④地域なんでも相談員登録の説明

●連絡会
各わがまちが取り組んでいる活動の共有やテーマ学習、相談員同士の日頃の活動の共有や交流等を図るこ
とで、相談員としての活動の幅を広げるために行う。

●困りごと相談会
相談対応の研鑽と実践の場として、市内の文化センターで行われる相談会で相談対応をする。

●ふわりまち歩きシート
日常生活の中で気づいた地域の困りごとや、地域資源を記録し、コーディネーターに報告する。

●見守り・声かけ
コーディネーターが関わる地域で孤立しがちな方を対象に、相談員が定期的に見守り・
声かけの活動を行う。

地域なんでも相談員に関わる活動

令和３年度 ▶︎ 困りごと相談会開催実績 開催回数　547回　　相談件数　1380件

令和3年度 地域なんでも相談員養成研修新規登録者：24名　登録者合計：137名

※詳しくは37ページを参照

地域なんでも相談員の活動

一度様子を見に行きましょう。

相談員A

相談者

相談員A

コーディネーター

コーディネーター

地域で交流できるよう
な場所があるけど何か
活用できないか？

今度お店を閉めるが
空きスペースになって
しまう…。

地域の方に
サロンを紹
介します！

相談員B

相談員B

庭木が気になる家がある
んだけどどうしたらいい
かしら…

一人暮らしの高齢者で、気軽に
お願いできる人がいないよう
です。地域の方に、一緒に

相談しにいきませんか？

地域に空いている場所
があるみたいです。

地域で気軽に集ま
れるようなサロン
を開きましょう！

庭木については、わがま
ちのちょこっとお手伝
いを利用できますよ！

相談員による定期的な
見守りを実施します！

わがまち わがまち

「困りごと相談会」からつながった例の紹介

相談の例 ① 相談の例 ② 相談の例 ③

気軽に立ち寄れて話を聞
いてくれるようなところは
あるのかな。

今の状況を聞き取り。

地域にある居場所を紹介。

定期的に通い、地域での
つながりをもつように
なった。

以前から、わからない書類があ
ると相談会に持参し、相談。書
類の中に、コロナワクチン接種の
書類があり、接種を希望される。

支援者として地域包括支援
センターが関わっているので
情報共有。近々、通院同行
の予定があることがわかる。

通院同行時に地域包括セ
ンターの職員が予約手続
きを行い、後日接種。

その後も、困ったことがあ
れば、相談会に来会。関係
機関とも情報共有しながら
見守りを継続している。

時間はあるけれど何か役に
立てることはあるかな。

本人の得意なこと、どん
なボランティアをしたい
かを聞き取り。

サロンなどへ参加する。
やりがいを感じながら地
域の方と顔見知りの関係
も築けている。

お話し相手ならできそう。
自分も色々な方と話をしたい。
とのことで住んでいる地域の
わがまちやサロンなどを紹介。
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サロン交流会
「第10回Let'ｓ地域交流活動！サロンをはじめよう！ひろげよう！」

地域のボランティア活動

地域の居場所づくり（ふれあいいきいきサロンなど）の支援
概要説明 地域住民が主体となり、地域の高齢者や障害者（児）、子育て中の親子等を対象に、身近な場所で定

期的に地域活動を実施している団体の支援や活動の立ち上げ、運営に関する相談支援を行っています。

資料編

●ボランティア・協力会員入門研修
「ボランティア（無償）」「在宅福祉助け合い事業
の協力会員（有償）＊」として活動をはじめるに
あたって必要な基本事項を学ぶ研修会です。

●出張ボランティア教室
福祉教育＊の推進を目的に、市内小中学校や自治
会、諸団体等を対象に福祉体験教室を出張で行っ
ています。市内の福祉施設から地域公益活動＊の
一環として、ご協力を得ながら実施しています。

令和３年度 ▶︎ ボランティア・協力会員入門研修実績

令和３年度 ▶︎ 出張ボランティア教室実績

令和３年度 ▶︎ 地域の居場所づくり支援実績

定期開催：11回　　参加者：67名
臨時開催：11回　　参加者：11名

福祉体験機器の貸出　　　　：31回
その他　手話講師の派遣など：12回

サロン連絡会 ※新型コロナウイルス感染予防対策のため実施なし

ふれあいいきいきサロンマップ

サロン交流会「第10回Let'ｓ地域交流活動！サロンをはじめよう！ひろげよう！」：1回 17名
サロンマップの会　開催回数：2回
サロンマップ　掲載団体数73団体

※新型コロナウイルス感染予防対策のため車いす体験・高齢者疑似体験・ガイドヘルプ体験・点字体験は中止
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コーディネーター活動実績　【個別支援】（件） 実相談者数（人）

【個別支援】合計の推移グラフ 相談者実数の推移グラフ 

文化センター圏域
相談経路 相談内容

訪問 電話 メール 来所 関係形成 個別支援 連絡調整

紅葉丘 155 400 173 145 50 723 90

白糸台 154 489 17 159 63 609 205

押　立 101 333 76 74 80 227 389

是　政 172 199 58 156 63 335 179

新　町 191 443 127 239 58 541 453

中　央 370 879 206 159 19 1,358 246

片　町 101 298 9 147 40 442 94

武蔵台 130 434 99 211 41 663 203

西　府 78 335 37 86 59 395 135

住　吉 146 625 107 199 56 794 280

四　谷 38 112 265 68 31 134 330

全　域 0 1 1 2 2 3 1

市外・不明 6 68 2 18 6 76 19

計 1,642 4,616 1,177 1,663 568 6,300 2,624

合　計 9,098 9,492

文化センター圏域 令和 3 年度

紅葉丘 69 

白糸丘 88 

押立 55 

是政 77 

新町 104 

中央 91 

片町 86 

武蔵台 88 

西府 59 

住吉 141 

四谷 69 

その他 
（市外・圏域不明等） 3 

合計 930 

※令和 3 年度の集計から、相談経路に「メール」を追加

令和元年度 合計5,488件 令和元年度 合計687人

令和２年度 合計5,475件 令和２年度 合計649人

令和３年度 合計9,098件 令和３年度 合計930人

0件 0人 5,000件 500人10,000件 1,000人
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相談内容分類

分類 主な相談内容

暮らし 住居(立ち退きなど）、就活、居住保証、金銭問題(管理不十分など）

環境 庭木、片付け、交通事情(危険個所)、ペットの糞尿問題　など

家族関係 子との同居・別居、離婚、不登校　など

近隣関係 ゴミ屋敷、迷惑行為(騒音、徘徊、異臭)、嫌がらせ、子育ての様子、安否が心配　など

保健・医療 体調、病院を変えたい、認知症の疑い　など

権利擁護 法律関係、訴訟、相続、財産分与、消費者トラブル　など

ひきこもり ひきこもり(情報提供、関係形成、関わりを持ってほしい、気にかけてほしい)

ボランティア 特技をいかしたい、ボランティアをしたい、ボランティアをしてほしい

制度・サービス 介護保険、おはようふれあい事業など

その他 居場所が欲しい、サロンについて、訪問販売、犬の散歩ができない　など

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 7,500

令和元年度

令和2年度

令和3年度

暮らし
権利擁護

環境
ひきこもり

家族関係
ボランティア

近隣関係
制度・サービス

保健・医療
その他

（計4,107件）

（計4,106件）

（計7,132件）

暮らし
1,633 237 446

54 58

707 340 373

165
家族関係

166
家族関係

そ
の
他

近
隣
関
係

保
健・医
療
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保
健・医
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保
健・医
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94
環境
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環境
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権利擁護 ひきこもり

104 89
権利擁護
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家族関係
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環境 ひきこもり

ボランティア

1052 459 567

そ
の
他ボランティア

暮らし
1,845

暮らし
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254 407 270

近
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係
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ビ
ス
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※１回の相談で２つ以上の内容が含まれる場合、両方カウント

相談者分類

令和元年度

分類 令和元年度

高齢者 1,909

障害者 1,388

子ども 166

その他一般 664

合計 4,127

高齢者

障害者

子ども

その他一般

46％

34％

4％ 16％
（件）

令和３年度

分類 令和３年度

高齢者 2,983

障害者 1,411

子ども 575

その他一般 1,272

合計 6,241

48％

23％

9％

20％ 高齢者

障害者

子ども

その他一般

（件）

令和２年度

分類 令和２年度

高齢者 1,800

障害者 1,124

子ども 173

その他一般 960

合計 4,057

44％

28％

4％

24％ 高齢者

障害者

子ども

その他一般

（件）
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コーディネーターが行った地域支援
（わがまち支えあい協議会）
圏
域 活動名

実施年度 令和３年度実績
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和3年度 回数 活動者 利用者

紅
葉
丘
文
化
セ
ン
タ
ー

地域まつり出展 - - ○ ○ ○ 中止 中止 - - -
ありすの手 - - - ○ ○ ○ ○ 20 22 20

若杉会への参加 - - ○ ○ - - - - - -
てばなす - - - ○ ○ ○ ○ 6 17 36

ポスティング - - - ○ ○ ○ ○ 8 18 -
フードパントリー - - - - - ○ ○ 8 105 222
フードドライブ - - - - - ○ ○ 43 53 141

若松小登校見守り - - - - - ○ ○ 43 128 -
ちよこつと - - - - - - ○ 7 21 39
互ちそう会 - - - - ○ 中止 ○ 1 6 7

学習会 - - - - - - ○ 1 23

白
糸
台
文
化
セ
ン
タ
ー

みんなのつどいしらいと - ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 30 77
みんなのつどい若松 - - - - - - ○ 3 9 9

フードドライブ - - - - - - ○ 3 3 3
若松小登校見守り - - - - - ○ ○ 43 91 -

ちょこっとお手伝い - - - - ○ ○ ○ 12 14 12
ちょこっとお手伝い説明会 - - - - - - ○ 2 9 11

押
立
文
化
セ
ン
タ
ー

ちょこっとお手伝い - ○ ○ ○ ○ ○ ○ 194 197 194

にこにこカフェ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 20 21

この指とまれ唄サロン - - - ○ ○ ‐ ‐ - - -
男の料理教室 - - - ○ ○ 中止 中止 - - -
地域の寺子屋 - - - - ○ ○ ○ 8 55 65

地域まつり出展 ○ ○ ○ ○ ○ 中止 中止 - - -
押立公園まつり出展 ○ ○ ○ ○ ○ 中止 中止 - - -

地域文化祭出展 ○ ○ ○ ○ ○ 中止 中止 - - -
フードパントリー - - - - - ○ ○ 11 133 198
フードドライブ - - - - - ○ ○ 9 34 25

南白小下校の見守り - - - - - ○ ○ 41 109 -
あそぶすばこ - - - - - 中止 ○ 3 6 25

子どもお楽しみ会 - - - - - - ○ 2 36 141
まち歩き - - - - - - ○ 2 8 -

アルファ米お渡し会 - - - - - - ○ 3 33 33
スマホ教室 - - - - - - ○ 1 5 8

ワクチン接種予約お手伝い - - - - - - ○ 2 5 7
ポスティング - - - - - - ○ 7 41 -
地域ラリー - - - - - ○ ○ 1 14 38
映画上映会 - - - - - - ○ 1 7 33

防災訓練・講座等への協力 - - - ○ ○ - ○ 1 5 20
防災講座開催 - - - - ○ ○ ○ 1 7 27

オンラインクリスマス会 - - - - - ○ ○ 1 15 83
わがまちカフェ - - - ○ ○ - - - - -

自治会長との懇談会 - - - - - - ○ 1 2 3

※コロナの影響で中止の活動あり。
　 緊急事態宣言の期間は、令和２年4月7日〜 5月25日、

令和３年1月8日〜 3月21日。コーディネーター活動実績【地域支援】（件）

【地域支援】合計の推移グラフ 

文化センター圏域
相談経路 相談内容

訪問 電話 メール 来所 関係形成 立上支援 運営支援 連絡調整

紅葉丘 209 111 450 115 15 1 814 57

白糸台 115 61 325 76 26 2 376 192

押　立 142 170 292 53 12 20 447 364

是　政 225 67 371 27 21 57 593 23

新　町 212 180 103 51 15 16 396 179

中　央 176 418 366 124 4 12 939 131

片　町 148 144 188 47 5 0 355 168

武蔵台 144 117 197 18 15 0 216 252

西　府 134 274 100 34 33 2 218 319

住　吉 156 365 171 38 2 0 386 344

四　谷 226 324 602 27 8 7 523 666

全　域 30 40 54 20 2 3 73 67

市外・不明 1 5 2 1 1 0 6 3

計 1,918 2,276 3,221 631 159 120 5,342 2,765

合　計 8,046 8,386

※令和 3 年度の集計から、相談経路に「メール」を追加

令和元年度 合計4,421件

令和２年度 合計4,823件

令和３年度 合計8,046件

0件 5,000件 10,000件
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圏
域 活動名

実施年度 令和３年度実績
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和3年度 回数 活動者 利用者

西
府
文
化
セ
ン
タ
ー

わがまちサロンにしふらっと！ - - - ○ ○ ○ ○ 4 36 22
にしふらっと！お便り配布 - - - - - - ○ 7 35 189

ちょこっとお手伝い - - - - ○ ○ ○ 17 29 17
学童クラブ帰宅同行 - - - - - ○ ○ 204 485 -

散歩会 - - - - - - ○ 1 4 -
フードドライブ - - - - - - ○ 19 26 35

ボランティア説明会 - - - - - - ○ 3 6 6
フードパントリー - - - - - - ○ 1 10 4

住
吉
文
化
セ
ン
タ
ー

だれでもふらっとサロン - - - ○ ○ ○ ○ 5 36 51
ちょこっとお手伝い - - - - ○ ○ ○ 37 63 38
フードパントリー - - - - - - ○ 3 39 52

自治会長との懇談会 - - - - - - ○ 2 11 4
PR 活動チラシ配布 - - - - - - ○ 2 18 -
ボランティア説明会 - - - - - - ○ 2 10 12

おかえり広場保護者説明会 - - - - ○ - ○ 1 17 2
おかえり広場住吉 - - - ○ ○ ○ ○ 13 136 33
おかえり広場南町 - - - - - ○ ○
地域まつり出展 - - - ○ ○ 中止 中止 - - -

福祉センターまつり出展 - - - - ○ 中止 中止 - - -
フードドライブ - - - - - - ○ 23 32 96

四
谷
文
化
セ
ン
タ
ー

菜々のつどい - - - ○ ○ 中止 ○ 2 11 23
PR 活動チラシ配布 - - - - ○ 中止 ○ 2 4 -

お便り配付 - - - - - ○ ○ 12 24 802
ゆうやけ四谷 - - - ○ ○ ○ ○ 136 194 -
ゆうやけ日新 - - - - - ○ ○ 31 34 -

フードドライブ - - - - - ○ ○ 36 82 118
子どもボランティア体験 - - - - - - ○ 7 56 56

フードパントリー - - - - - - ○ 5 46 67
フリーマーケット - - - - ○ ○ - - - -

シニアクラブ役員会 PR - - - - ○ - - - - -
よつや正吉苑イベント手伝い - - - - ○ 中止 ‐ - - -

ちょこっとお手伝い - - - - - - ○ 10 18 8

圏
域 活動名

実施年度 令和３年度実績
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和3年度 回数 活動者 利用者

是
政
文
化
セ
ン
タ
ー

あいさつし隊 - - ○ ○ ○ 中止 中止 - - -
八小登校見守り - - ○ ○ ○ ○ ○ 44 335 -

散歩会 - - - - - - ○ 11 133 -
小柳小登校支援 - - - - - - ○ 34 35 31

自治会長との懇談会 - - - - - - ○ 1 16 9

シニアクラブ懇談会 - - - - - - ○ 1 3 21
フードドライブ - - - - - - ○ 2 12 -
保育園登園支援 - - - - - - ○ 4 9 4

小柳町支え愛の会 
ちょこっとお手伝い - - - - ○ ○ ○ 86 89 125

小柳町支え愛の会 
ほっとサロンお手伝い - - - - ○ ○ ○ 47 92 -

小柳町支え愛の会 
小柳小パトロール - - - - ○ ○ ○ 76 76 -

小柳町支え愛の会 
自治会イベントの手伝い - - - - ○ ○ ○ 3 13 -

小柳町支え愛の会 
「かじやま」のつどい - - - - - ○ ○ 50 156 123

小柳町支え愛の会 
研修会 - - - - - - ○ 2 55 -

南町会 PR 活動 - - - - - - ○ 2 18 -

新
町
文
化
セ
ン
タ
ー

木曜サロン - - - - ○ 中止 ○ 11 41 101
栄町金曜サロン - - - - ○ 中止 ○ 1 7 5

ふれあいサロンほどほど - - - - ○ 中止 ○ 5 10 5
ちょこっとお手伝い - - - - ○ ○ ○ 61 72 61

第六小学校登校見守り - - - - - - ○ 23 192 -
新町子どもカレー食堂 - - - - ○ 中止 - - - -
新町子どもカレー食堂
フードパントリー協力 - - - - - ○ ○ 11 50 -

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

ちょこっと支援 - - - ○ ○ ○ ○ 51 58 51
よるカフェ・つながり - - - ○ ○ ○ ○ 2 10 10
中央ささえあい談笑会 - - - - - - ○ 8 40 3

フードドライブ - - - - - - ○ 9 12 9
PR 活動チラシ配布 - - - - - - ○ 2 50 -

片
町
文
化
セ
ン
タ
ー

ささえ愛ぽかぽかサロン - - - - ○ 中止 ○ 2 23 18
片文ささえ愛キャラバン - - - ○ - - - - - -

ちょこっとお手伝い - - - - - ○ ○ 60 70 60
PR 活動チラシ配布 - - - - - ○ ○ 6 48 -

フードドライブ - - - - - ○ ○ 7 7 11
minano フードドライブ - - - - - - ○ 3 18 -

フードパントリー - - - - - - ○ 2 19 23

武
蔵
台
文
化
セ
ン
タ
ー

みんなのひろば北山町 ○ ○ 中止 ○ 1 6 5
みんなのひろば武蔵台 ○ ○ 中止 ○ 1 5 7

お便り配布 - - - - - ○ - - -
ちょこっとお手伝い - - - - ○ ○ ○ 47 57 47
フードパントリー - - - - - ○ ○ 5 53 108
フードドライブ - - - - - - ○ 8 49 147

※令和３年度より統合
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地域支援を行った団体
【生活支援コーディネーター（1層）】

【地域福祉コーディネーター・生活支援コーディネーター（2層）】

・ふれあいいきいきサロン活動　サロンマップの会　サロン交流会

・わがまち支えあい協議会定例会　　　　 　 　　

・わがまち支えあい協議会東エリア連絡会　　 　

・わがまち支えあい協議会西エリア連絡会

・わがまち支えあい協議会定例会 　 
・新町子どもカレー食堂運営支援(フードパントリー) 　 
・ひがしふちゅう駅前こども食堂運営支援　　　   
・クラブリムザ運営委員会　　　　　　　　     
・クラブリムザ防災訓練　　　　　　　　　　　　
・すくすく入学ラウンジ「就学相談会」　　　 　
・グレイスキッチン子ども食堂パントリー　　 　
・府中東高等学校生徒会ボランティア　　　　　　　 　
・府中東高等学校防災訓練　　　　　　　　　　　　　 
・府中高等学校防災訓練　　　　　　　　　　　　　　
・車返団地1街区よろず相談サロン　　　　　　　　
・フードバンク府中協定締結　　　　　　　　　 　
・府中市立第２中学校職業人ワークショップ　　　
・わがまち支えあい協議会東エリア連絡会　　　 　
・わがまち支えあい協議会西エリア連絡会　　　 　
・若松小学校校外学習ＰＴＡ連絡会　　　　　　　 
・東京外国語大学卒論研究　　　　　　　　　　　　 　
・あなたの食堂運営支援　　　　　　　　　　　 
・府中第八中学校における防災講演会　　　　　　　 　
・にっころ食堂運営支援　　　　　　　　　　　　
・四谷自治会避難訓練　　　　　　　　　　　　　
・無印良品フードドライブ　　　　　　　　　　　
・たちばなヨガ　　　　　　　　　　　　　　　　
・さくらコマース福祉体験　　　　　　　　　　　

助成金交付件数

出張ボランティア実施回数

令和元年度 令和２年度 令和３年度

地域交流サロン活動 15 3 20

その他の地域福祉活動 8 4 18

福祉関係団体 6 6 6

わがまち支えあい協議会 3 5 11

令和元年度 令和２年度 令和３年度

車いす体験 30 0 0

高齢者疑似体験 7 0 0

ガイドヘルプ体験 11 0 0

点字体験 8 0 1

手話体験 5 3 6

福祉講話 2 0 0

HUG（避難所運営ゲーム） 2 0 0

視覚障害者講演 3 2 2

聴覚障害者講演 0 0 1

合計 68 5 10

（件）

（回）

福祉体験機器の貸出：31 回
その他　車いす貸出の外部委託、関係者への事前説明等：2回
※令和3年度は新型コロナウイルス感染対策の関係で各種体験の直接実施はせず、機器の貸出に切り替え
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困りごと相談会対応件数
文化センター圏域 開催回数 延べ相談件数 相談実人数

紅葉丘文化センター 40 141 35

白糸台文化センター 48 201 55

押立文化センター 49 120 38

是政文化センター 48 93 17

新町文化センター 48 154 41

新町（※増設分） 40 63 17

中央文化センター 38 76 50

片町文化センター 48 113 41

武蔵台文化センター 49 126 40

西府文化センター 44 70 29

住吉文化センター 46 175 40

四谷文化センター 49 48 26

合計 547 1,380 429

※令和4年2月より、新町文化センターのみ、週３回、終日実施へ増設

外部会議等への出席状況
生活支援コーディネーター（１層）

地域福祉コーディネーター・生活支援コーディネーター（２層）

・府中市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画推進協議会

・自立支援ケア会議（東部地区）事前会議　終了会議 　　 

                           （西部地区）事前会議　終了会議　　　 　

　　　　　　　　　（中部地区）事前会議　　　　

・短期集中予防教室（サービスｃ）社会参加説明　

・フレイル予防講習会（全包括支援センター開催）

・府中市在宅医療・介護連携会議(全体会)　 　　　

　　　　　同上認知症部会            　　　　　　　

　　　　　同上部会長会議　　　　　

・府中市地域支援ネットワーク関係者連絡会　    

・府中市介護予防事業検討会議　　　　　　　　

・介護予防コーディネータ―作業部会           

・みんチャレ定例会　　　　　　　　　　　　　

・府中市地域リハビリテーション活動支援検討会議

・生活支援体制整備事業運営アドバイザー派遣ヒアリング

・認知症キャラバンメイト連絡会　　　　　　　　

・府中市民生委員児童委員協議会（地区協議会） 

・高齢者地域支援連絡会（地域包括支援センター）

・児童青少年課との情報交換　　　　　　　 

・小規模多機能居宅介護ケアホームこまつ運営会議

・小規模多機能居宅介護車返団地コラボケアセンター
　運営推進会議  　　　        　　 

・車返団地デイサービスセンター・スカイ運営推進会議

・小規模多機能居宅介護よつや正吉苑運営推進会議 

・子ども家庭支援センターたっち運営会議      

・子ども家庭支援センターしらとり運営会議 

・あさひ苑高齢者在宅サービスセンター運営推進会議

・グループホームはなまるホーム運営推進会議

・府中市要保護児童対策地域協議会代表者会議　　

・府中市自殺対策関係者連絡会分科会　              

・府中市自殺対策関係者連絡会　　　　　　　　

・困窮者支援連絡会つながりPlus　　　　　　　　

・府中市子ども・子育て審議会　　　

・地域子ども・子育て応援連絡会　　　　　　　　

・新任民生委員事務説明                       

・北多摩南部ブロック社協　地域福祉コーディネーター 
担当者会議

・精神障害にも対応した地域包括ケアシステム連絡会議

・杉並区社会福祉協議会地域支援相談　　　　　

・三鷹市社会福祉協議会地域支援相談　　　　　

・清瀬市地域福祉活動計画策定委員会　　 　　

・府中市広報課まるごと府中放映　　　　　　

・居住支援セミナー　 　　　　　　　　　　　　

・支援対象児童等見守り強化事業連絡会　   　　　

・障害者等地域自立支援協議会懇話 
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外部研修等への出席状況
・生活支援体制整備事業にかかる情報交換会（東京都）

・生活支援コーディネーター初任者研修　（東社協）

・生活支援コーディネーター現任者研修Ⅰ（東社協）

・生活支援コーディネーター現任者研修Ⅱ（東社協）

・認知症地域支援推進員(新任者)研修

・生活支援コーディネーター居場所づくりつながりづくり研修

・区市町村社協地域福祉コーディネーター養成研修<基礎研修編>（東社協／オンライン）

・区市町村社協地域福コーディネーター養成研修　実践報告登壇

・区市町村社協地域福祉コーディネーター養成研修<実践研修編>（東社協／オンライン）

・生活支援体制整備事業に係る情報交換（東京都） 

・区町村社会福祉協議会新任研修（東社協／オンライン）

・区市町村苦情対応機関専門研修（福祉サービス運営適正化委員会／オンライン）

・認知症地域支援推進員（新任者）研修（認知症介護研究・研修東京センター／オンライン）

・地域公益活動推進協議会研修（東社協／オンライン）

・地域公益活動推進協議会区市町村ネットワーク代表者連絡会（東社協／オンライン）

・「地域共生社会」多様な参加支援をテーマにしたオンライン報告会（厚労省／オンライン）

・東京都における子ども達の居場所つくり支援に向けた情報交換会

・生活支援コーディネーター居場所づくりつながりづくり研修（全国食支援活動協力会）

・厚生労働省主催のひきこもり支援イベント「ひきこもりＶＯＩＣＥ　ＳＴＡＴＩＯＮ」（オンライン）

・ひきこもりサポートネット活動報告会

用語 解説

あ
インフォーマルサービス 家族、親族や友人、地域住民、NPO法人やボランティアなどによる非公式な支援。

運営支援 わがまち、地域団体、グループ、サロンが立ち上がった後の運営支援。

か

ガイドヘルプ 一人では外出できない視覚障害者に付き添って歩行の介助や誘導をする活動。

関係形成 地域住民、団体、グループ、当事者との関係つくりのための訪問・連絡調整。

協力者説明会 地域福祉活動に興味関心のある住民に向けて行う事業説明をする場。

権利擁護センター
認知症高齢者・知的障がい者・精神障がい者など判断能力が不十分な人に対して、日常生
活や金銭管理で困っていることに対して、相談支援や金銭管理サービスを行います。（健
康長寿ネットホームページより）

子ども家庭支援センター
18歳未満のお子さんや子育て家庭のあらゆる相談に応じるほか、ショートステイや一時預
かりなど在宅サービスの提供やケース援助、サークル支援やボランティア育成等を行って
います。（東京都保健福祉局ホームページより）

困りごと相談会
身近な地域で、「どこに相談したらいいかわからない」「誰かに聞いてほしい」といっ
た、ちょっとした暮らしの心配事などを、相談できる場所として市内11カ所の文化セン
ターで開催している。

ご近助会
社会福祉法人正吉福祉会よつや苑、介護老人保健施設ウイング、デイサービスりんりん、
グループホームみんなの家、綜合在宅支援センターいぶきの５団体で構成され、ささえあ
い四谷に協力する地域活動団体。

さ

在宅福祉助け合い事業
当協議会が実施する、おおむね60歳以上の方や障がいのある方が、地域で安心して暮らせ
るように、市民相互の助け合いにより家事や介護等の援助を提供することで、生活を支え
ていく事業。

サロン
地域の高齢者や住民が気軽に集まることで、見守りや閉じこもりの防止、また仲間づくり
や社会参加を目的として行われる。（全国社会福祉協議会ホームページより）

若年性認知症
従来から言われてきた40歳から64歳に発症した初老期認知症に、18歳から39歳までに発
症した若年期認知症を加えた認知症の総称。（健康長寿ネットホームページより）

若年性認知症総合支援セ
ンター

専門の若年性認知症支援コーディネーターが、ご本人やご家族から多岐にわたる相談に対
し、ワンストップで対応します。また、地域包括支援センターや医療機関等の専門機関か
らの相談については、必要な助言を行うとともに、相互に連携しながら若年性認知症の人
への支援を行います。「東京都若年性認知症総合支援センター」と、「東京都多摩若年
性認知症総合支援センター」の２か所のセンターがあります。（東京都保健福祉局ホーム
ページより）

小地域懇談会 地域住民や関係団体が誰でも参加でき、地域の生活課題を共有する場。

成年後見制度
認知症、知的障害、精神障害などによって物事を判断する能力が十分ではない方につい
て、本人の権利を守る援助者（「成年後見人」等）を選ぶことで、本人を法律的に支援す
る制度。（府中市ホームページより）

た 地域公益活動

すべての社会福祉法人は、その高い公益性にかんがみ、「社会福祉事業及び第26条第1項
に規定する公益事業を行うに当たっては、日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者
に対して、無料又は低額な料金で、福祉サービスを積極的に提供するよう努めなければな
らない」という責務が課されており、地域の福祉ニーズ等を踏まえつつ、法人の自主性、
創意工夫による多様な地域貢献活動が行われています。（社会福祉法第24条第2項より）

用語解説 ①

39 40



用語 解説

た

地域なんでも相談員

地域のちょっとした気になること・心配事を、地域福祉コーディネーターやわがまち支え
あい協議会へつなぎ、課題を共有し、解決に向けて一緒に考えていく役割。また、地域で
孤立しがちな方を対象に、状況変化などによる課題を早期に発見し、円滑な支援につなが
るよう、定期的に訪問し、見守り・声掛けをする役割も担っている。

地域なんでも相談員養成
研修

年１回開催している「地域なんでも相談員」の養成講座。研修は座学やワーク、地域活動
への体験参加等を通して相談員として地域で活動するスキルを学ぶ、全４日間のプログラ
ムになっている。

地域福祉活動計画
住民主体の福祉のまちづくりを実践するため、地域住民が直面しているさまざまな生活課
題・福祉課題の解決に向けた民間の活動目標を示すもの。

地域包括支援センター

地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行うことにより、地域
住民の保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的として、包括的支援
事業等を地域において一体的に実施する役割を担う中核機関として設置。市町村は責任主
体。（厚生労働省ホームページより）

定例会
わがまち支えあい協議会で、住民の皆さんのより身近な生活圏域の中で、住民自らさまざ
まな困りごとに気づき、共有し、一緒に解決して行くしくみつくりのために、概ね月に１
回文化センターにて集まって行う会議。

点訳 墨字の文章を点字にすること。点字訳。

東京オレンヂ
特定非営利活動法人　インクルージョンセンター東京オレンヂ
生活困窮者及び高齢者等に対し、就労支援、居住支援、生活支援等、生活環境の向上や当事
者の自立を支援する事業を行い、もって社会福祉の増進に寄与することを目的とした法人。

な ニーズ 欲求、要求、需要。

は

ハイブリッド方式 
二つの異なる仕組みや技術を組み合わせた方式。集合型の会議とインターネットを活用し
た会議とを融合した会議。

フォーマルサービス 公的機関が行う制度に基づいた社会福祉サービス。

福祉教育
平和と人権を基盤にした市民社会の担い手として、社会福祉について協同で学びあい、地
域における共生の文化を創造する総合的な活動。

フレイル予防講習会
加齢に伴い、心身の活力が低下した状態をいう「フレイル」を予防することを目的に、必
要な運動と社会参加の方法、栄養・口腔機能について学ぶことができる講習会。

文化センター
文化センターは、市役所の窓口、公民館、高齢者福祉館、児童館、図書館が併設された複
合施設。（府中市ホームページより）

ボランティアセンター

ボランティア活動を始めたい方やボランティアの助けを必要としている方からの相談を受
け付けています。また、各種ボランティア講座の開催、ボランティアについての情報提
供、ボランティアグループ・団体・NPOとの協働・支援も行っております。災害時には
府中市との協定に基づき、被災地のボランティア活動を円滑に進めるための拠点となる
「府中市災害ボランティアセンター」が設置されます。

ら
ロス食品

本来食べられるのに捨てられてしまう食品をいう。食べ物を捨てることはもったいないこ
とで、環境にも悪い影響を与えてしまう。（農林水産省ホームぺージより）

連絡調整 本人、関係機関との連絡調整、簡単なやりとり。

用語解説 ②
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